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緒 言

前報めではアスパラガスの一つの株を対象として，そ

の根がどのように分布しているかを綿密に調査した結果

を述べた。しかし生産を目的として栽培されている園

場においては，隣接している株の根が複雑に交錯し合っ

433 



434 北海道大学農学部邦文紀要第 13巻第3号

Fig. 1. Method of blocking of soil. 

Fig. 2. Photographical represent且tionof 

experimental method. 

ているので，施肥や土壌改良を行なう場合には畦問，株

間で根がどのような分布をしているかということが重要

である。この点を明らかにするため，本報では2畦，数

株を含む圃場の一角を細かく区分し，各ブロックごとの

根数と根重により根の分布を調べたので，その結果につ

いて報告する。

材料および方法

北海道岩内郡共和町発足における福森成雄氏所有のア

スパラガス闘場(品種:メリーワシントン 12年生)を

対象として調査を行った。この闘場は，東西方向の畦で

畦幅 175cm，株間36cmに栽植してあり，毎年培土を

行いホワイトアスパラガスを収穫している。

調査は培土くずし後の 1976年7月29日および30日

に行った。すなわち，圃場の一角を選び 2畦が入るよ

うに南北の方向に 330cm，東西(畦)の方向に 150cm

とり，この部分を Fig.1，2に示すように縦，横 30cm，

厚さ 20cmのブロックに区画して 3層(深さ 60cm)ま

で合計 165プロックを切り取り，各プロックごとに土壌

を取り除き，地下茎と根をていねいに洗い出して調査

した。

根の調査に当っては貯蔵根(太さ約 3~5mm で表皮

は淡褐色)，細根(太さ 1~2mm で白色，側根多く別名

吸収根といわれる部分)，枯根(貯蔵根が空洞化し褐色ま

たは黒色となったもの)に区分し， その本数と重量を調

査した。この調査時の草丈は平均 191cmであった。

なお，この園場の土質は地表下27cmが黒い崩積土

で，その下層は褐色~灰褐色の埴嬢土又は騎土であり，

地下水位は表面下90cmであった。

実験結果

1. 地下茎の分布

地下茎が含まれていたプロックについて，それぞれの

地下茎の重量を示すと Table1のとおりであった。地

下茎は主として地表下1O~20 cmの深さにあり，幅は

3ブロックに豆って存在している部分が多かった。また，
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Table 1. Weight of rhizomes in each block， values are presented 
by gram 

Mark of blocks in the direction of intersecting row 

l 2 3 4 5 6 7 8 9 11 

Fの5.吉ロR 住O 1 80 1，044 294 647 462 122 

z 。gH 2 60 39 797 447 495 1，073 

ョV ユヨZH 3 480 512 275 980 371 

」jぢ同~ "制ω口ロ F己切口E 4 90 900 697 110 101 

5 590 650 100 653 210 

畦の方向では各ブロックに連続して存在しており 1株

ずつの区別はつけにくくなっている。これらの地下茎の

総重量は12，279gとなり 1株平均1，535gで， これを

10a当りに換算すると約2，480kgとなる。

2. 畦間および株聞にお付る根の分布密度

Fig.3は根の畦間分布をみるため， Fig.1の畦方向

(東西方向)の 5ブロックずつの貯蔵根，細根，枯根の合

計値によって根数と根重を図示したもので，上層(深さ

0~20cm) では根の密度に著しい差が認められ，下層に

なるにつれて畦と畦聞との根の分布が平均化しているの

が分かる。すなわち，上層で、は地下.茎の存在する畦の部

分の根数が極めて多く，明瞭なピークを示し，それから

離れるほど根が少なくなり，畦聞では根数Oかそれに近

い数値となっている。中位層(深さ 20~40 cm)でも上層
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(0-20 cm in depth) 

と同じ傾向がみられるが，畦中心部の根数は上層の半分

以下となり，ピークはそれほどはっきりしなくなってい

る。下層(深さ 40~60 cm)の畦部の根数は中位層より

更に減少し，畦と畦間の差も平均化してし、る。

根重についてみると，上層，中位層，下層の差が根数

以上に明瞭に現われている。すなわち，睦の部分の根重

は上層で最も高く，明瞭なピークを示すが，中位層にな

ると上層の 1/2程度となり， 下層はさらにその 1/2以下

になっている。また，畦聞では根の絶対量が少なく，上

層と下層の差もほとんど認められない。

つぎに，南北方向(畦と直角の方向)の 11ブロックず
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Number and weight of storage roots in each blocks 
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Values in under line: weight of roots (g) 
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つの貯蔵根，細根，枯根の合計値で根の株間分布を示す

と Fig.4のとおりで，畦と畦聞でみられたような山と

谷の規則的な変化はみられず，どの部分も相当量の根が

分布している。また，深さ別にみると上層が最も多く，

中層部がこれにつぎ，下層部が最も少ない。

でほぼ一定である。枯根は下層になるに従って減少し

細根は逆に増加している点も根数におけるのと同じ傾向

である。全層の合計で、は貯蔵根重(86.9%)，枯根重(9.9%)，

細根重 (3.2%)の11民となっている。

つぎにそれぞれの根について層別分布をみると Fig.6

以上の数値は貯蔵根，細根および枯根の合計値である

が，これら 3種のうち最も根量多く，根系を代表してい

る貯蔵根について各ブロックごとの数値を示すと Table

2のとおりである。 1ブロックに認められた根量の最高

値は上層の畦部にあるフロックでみられ，根数906本，

根重2，133gであった。中位層の最高は根数293本，根

重 1，262gで，下層の最高は根数135本，根重248gとな

っている。また，根が1本も含まれていなかったプロッ

クは上層の畦間で14プロック， 中位層で6プロック，

下層で8プロック認められた。

3. 根の種類別分布割合

Weighf 01 roots Number.of roots 

各層における根の種類別分布割合は Fig.5に示すと

おりである。まず根数についてみると， どの深さでも

貯蔵根が50%以上で最も多く，全層合計では貯蔵根

60.6%，枯根26.6%，細根 12.8%の順である。また，貯

蔵根と枯根は下層になるに従って根数が減り，細根は逆

に下層ほど増えている。根重では根数よりも種類別の差

が大きく，貯蔵根の占める割合はどの層でも 85%以上

Oepth 01 soil horizon (cm) Oepth 01 soil horizon (cm) 

(号令J
Weight of roots 

Tota/ S D 7 

Fig. 5. Ratio of weight and number of storage 

roots， dead roots and thin roots in each 
stratum. 

S: Storage roots 

D: Dead roots 

T: Thin roots 

Number of roots 

Total S 。 7 
Fig. 6. Ratio of weight and number of various types of roots 

in each stratum. 

T: Total roots S: Storage roots 

D: Dead roots T: Thin roots 

圃圃 Weightor number of roots in stratum 0-20 cm in depth 

@Al: 20-40一一一一一
仁ゴ --------------40-60 一一一一一
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のとおりである。まず貯蔵根について根数をみると上層

部 63.1%， 中層部24.7%，下層部12.2%の順で上層部

に最も多い。枯根についてもほぼ貯蔵根と似た傾向がみ

られる。しかし，細根は下層部に最も多く (38.4%)，中層

部がこれに次ぎ(36.1%)，上層部が最も少ない(25.5%)。

すべての根の合計では上層部 (58.3%)，中層部 (27.0%)，

下層部 (14.7%)の順となっている。根重についても根

数にほぼ近い傾向を示すが，細根は中層部が最も大きく

(42.7%)，次いで下層部 (33.2%)，上層部 (24.1%)の順と

なっている。

4. 10 a当りの根の量

以上の掘り上げ調査の結果からlOa当りの数値に換

算してみると Table3のとおりで，地下茎は2，480kg， 

地表下60cmまでの総根重8，509kgとなる。

Table 3. Weight of rhizomes and roots 

Values were converted into those per 10 a and presented by kilogram 

Weight of rhizomes 

Total weight of roots 

Weight of storage roots 

Weight of dead roots 

Weight of thin roots 

0-20 cm 

2，480 

4，895 

(57.5) 

4，259 

570 

66 

根の種類別にみると，貯蔵根7，392kg，枯根843kg， 

細根274kgとなる。

なお，根数については，本調査の場合はブロックごと

に切断して数えているので 1本の根であっても二つ以

上のプロックにまたがって伸長している場合はそれぞれ

のプロックで数えられていることになり，その総計が実

際の根数と解釈する訳にはいかない。したがって本表に

おいては根数についての記載を省略した。

考察

アスパラガスの根系について調査する方法はいろいろ

考えられるが，従来の報告をみると 1株の植物体につい

てていねいに掘り取る方法が採られているい3)。筆者ら

も前報4)においてこの方法を採用し 3年生株と 6年生

株がどの程度の地下部の発育を示しているかを明らかに

した。しかし実際問題として施肥や深耕を行なう場合

は，畦のどの部分をどの程度の深さに掘ると断根を最小

限にとどめ， しかも大きな効果をあげることが出来るか

などが重要な問題となり，そのためには畦や陛聞に根が

どのように分布しているかを園場全体として把握するこ

とが望まれる。本報告はこの観点から数株を含む圃場の

一角を掘り上げて根系の相互分布を調査したもので，つ

ぎのような点が明らかとなった。

Depth of stratum 

20-40 cm 

2，604 

(30.6) 

2，263 

224 

117 

40-60 cm 

1，010 

(11.9) 

870 

49 

91 

Total 

2，480 

8，509 

(100) 

7，392 

843 

274 

まず，地下茎の分布についてみると，すべての地下茎

が地表から 20cmまでの上層部に存在したことから，

12年生の株でも地下茎はそれほど厚みはもたず，その下

端が20cmより深くには達していないことが分かる。

地下茎は茎を地上部に伸ばしながら少しずつ水平方向に

伸長する。この地下茎の伸長方向は一方向のみではな

く，年が経過するに従って地下茎の各部に鱗芽群が形成

されるため，いろいろの方向に伸長していわゆる株が広

がっていく 4)。 したがって，本調査の対象株においても

地下茎の存在する幅は3ブロックに豆っている部分が多

かった (Table1)。また，株聞は事実上明確には認められ

ず，畦下のプロックでは連続して地下茎が認められた。

JONESらめは15年生株で，地下茎は径60cmあるい

はそれ以上に広がると述べているが，今回の調査でもほ

ぼ一致することが確認されたことになる。

根の分布については畦と畦間との聞に顕著な差がみら

れ，特に上層では畦の中心部に分布する根が多く，畦間

では根の存在しないプロックもかなり認められた。しか

し中位層，下層になるに従って根数が減るとともに，

畦と畦間との分布が平均化されている。これは畦間では

上層部を水平方向に伸長する根がほとんどなくて，下方

または斜め下方に伸長していることを示すものといえよ

う。本調査を行った圃場は毎年春に培土を行っているの
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¥( Row 抑印 J7S cm ~

60 

Fig. 7. Typical diagram of asparagus root system in soil under 

row and row space 

で，畦聞の上層部はその都度掘り上げられることにな

り，この部分に根がほとんど伸長していないことはむし

ろ当然と考えられる。この点についてはグリーンアスノミ

ラガスを収穫している圃場についても調査する必要があ

ろう。根の株間分布については Table2にみられるよ

うに，駐の中心部ではどのプロックにも相当量の根が認

められたが， これは Table1 で明らかなように，畦古r~

ではどのブロックにも地下茎が存在することから考える

とむしろ当然といえよう。なお， Fig.4で左側の 1，2 

ブロックが根量多く，右側ほど少なくなっているが，こ

れは規則的な傾向ではなく，たまたま 1および2の部分

に存在した株が特に発育のよい株であったためと考えら

れる。以上述べた畦間，株聞の地下茎および根の分布か

ら根系の模式図を画くと Fig.7， 8のとおりである。

根の種類別分布割合は Fig.5， 6に示したとおりで，

層別にみた場合どの層においても貯蔵根の占める割合が

大きいが，その率は根数より根重において著しく高くな

っている。これは貯蔵根が最も太く，しかも内容も充実

しているためで，内部がほとんど空になっている枯根

や，貯蔵根より細い細根に比べると根重で貯蔵根が特に

大きい数値となるのは当然といえよう。

根の種類別にみた層別分布割合については，貯蔵根と

枯根は上層部に最も多く分布し，中層部，下層部と深い

部分ほど少なくなっているのに対し細根のみは上層よ

り中，下層に多い傾向がみられた。枯根は貯蔵根が古く

なり，貯蔵養分が消費されて中空となったものであるか

ら貯蔵根の多く存在する部分に多く分布するのは当然

であろう。また，本調査で区別した細根とは，貯蔵根の

先端が次第に細くなって白色を塁している部分を意味す

るものであるから，細根の分布が貯蔵根の分布より平均

して下層に多くなるのも当然、といえる。

4 planlぷ

トー-(iolraraw spaciog 36cmドー→|

20cm 

Fig. 8. Typical diagram of asparagus root system 

in soil under intrarow spacing. 

以上は，ホワイトで収穫している 12年生株について

の調査結果の一例に過ぎないが，この園場の場合は畦聞

をある程度の深さまで掘っても断根による被害はそれ程

大きくはないように考えられる。つまり，毎年行ってい

る楕土作業による断根の影響はほとんどないであろう。

一方，培土くずし時に畦聞にのみ施肥しても，その効果

は全根域に及ぶものとは考えられず，施肥位置や施肥

量，土質改良などについてのより効果的な方法について

検討を加えることが望まれる。今後さらに主産地を中心

に同様の方法で調査を繰返し行ない，根系の実態を明ら

かにしていきたいと考えている。

摘要

アスパラガスの根系，特に畦間，株聞における根の分

布を明らかにするため， 12年生のアスパラカ‘ス圃場の一

角 (330cm x 150 cm)を 30cm x 30 cm X 20 cmのブロ

ック 165に区画して掘り取り調査した。その結果の大要

はつぎのとおりである。
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(1) 地下茎は地表下1O~20cm の深さにあり，帳は

2~3 プロック (60~90 cm)に亘って存在していた。株

間では，相互の地下茎が交錯し連続して存在した。 10a 

当りに換算した地下茎重は約2，480kgであった。

(2) 上層部においては畦部のブロックに多数の根が認

められ，畦聞のブロックには全くないか少量の根しか認

められなかった。下層部では根量が上層よりはるかに少

なく，畦と畦聞との差が平均化されていた。この結果か

らアスパラガスの根はいろいろの角度で放射状に広がり

下方または斜め下方に伸長しており，畦部上層で特に密

度が高く分布していることが明らかとなった。

(め根を貯蔵根，枯根，細根に分類して各層ごとの分

布割合をみると，どの層でも貯蔵根が最も多く，全層を

合計した根重は10a当り貯蔵根 7，392kg (86.9%)，枯根

843 kg (9.9%)，細根 274kg (3.2%)であった。また，

10a 当り根重の層別分布をみると，深さ 0~20 cmの上

層部で 4，895kg (57.5%)，深さ 20~40 cmの中層部で

2，604kg (30.6%)，深さ 40~60cm の下層部では 1 ，010kg

(11.9%)となる。なお，枯根は貯蔵根と分布が似ており，

細根は上層部より下層部に多かった。
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Summary 

The root system of 12・year-oldasparagus plants 

were observed in order to clarify the distribution 

of roots in soil under the row and row space in 

五eldfor commercial production. The survey was 

carried out by the following. method. First， a 

rectangle with 2 sides of 330 cm and 150 cm was 

drawn on the soil surface in an area of五eld.

Eight asparagus plants were included in the rec-

tangle. Then， 165 blocks of soil with 3 edges of 

30 cm， 30 cm and 20 cm were dug up carefully 

from soil under the rectangle as shown in Fig. 1. 

All roots included in each block were washed 

with water and were observed. The experimental 

results are summarized as follows: 

1. In this experiment， most of all rizomes were 

10-20 cm in depth in relation to vertical distribu-

tion， while in width of a span of 2 or 3 blocks 

(60-90 cm) and in every block under rows in rela-

tion to horizontal distribution. Weight of the 

rhizome converted into value of 10 a was about 

2，480 kg. 

2. In a shallow stratum， a larg巴 numberof 

roots were observed in the blocks at the center 

of row， and none or few roots were observed in 

the blocks under the center of the row space. In 

the lower stratum， the number of roots were 

small and approximatly uniform under both the 

row and row space. From this result， it was 

clarified that the roots of asparagus elongate 

radially toward the lower stratum with various 

angles and were found crowded in a shallow stra-

tum under the row. 

3. The number of storage roots was extremely 

larger than those of dead roots or t hin roots in 

each stratum. The weight of the roots per 10 a 

was 7，392 kg (86.9%) in storage roots， 843 kg (9.9%) 

in dead roots and 274 kg (3.2%) in thin roots. The 

total weight of these roots per 10 a was 4，895 kg 

(57.5%) in a stratum か20cm in depth， 2，604 kg 

(30.6%) in a stratum 20-40 cm in depth and 1，010 kg 
(11.9%) in a stratum 40-60 cm in depth. 

The distribution of dead roots was similar to 

that of the storage roots， and the number of thin 

roots in lower stratum was larger than that of 

the shallow stratum. 


